
凹
「 球 次 を 蹴 飂

，_直後と十分時間後で見るポイントを切り換えよう.

1俊国コンデンサーの電位差に注目.

あったらQ=CV⇒にもas
*

豔禁.なな乾巓と
見なす」というテクニックは.はじめに電荷がたまっていない
場合しか成立しない、忘れましょう.

|扮時𦥯
!

𤎼÷𢡛楽
鬣簏麗.....がが，

⇒ 抵抗のみで 1周する経路が
あ れ ば 電 流 が 流 れ る .

⇒

抵抗の
情報が
醮㛏_
灬|
Q=CVでたまっている電荷を求められる.

* 「十分時間後は断線と見なす」というテクニックは成立するけ
れど、しょうもないの
で）
［忘れましょう.断線では
なく、ちゃんとそこには

_

コンデンサーがあります.
一 e e .
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12回続き
11） 十分時間後の話なので、コンデンサーの電流が0.name注目

コンデンサーなしでT i n t i n，4-

!

-_-まで
回路が成立.

⇒ ん［A）流れるとする

② 色分けをおこなう.嵓金鴻

"

、
疹は𤹪汐 。ゲンゲをまだで

色がちがうので、
電荷がたまるとわかる.

灤 𦥯
④ 八〇？
し この閉回路でキルヒホッフ剣をたてる.

Aからスタートして1周の電圧の式をたてる.
9［V］が鬱鬱櫽興が

+ q
（
- R i

鸙..病
は、！

（はじめ）+（ 変化 ） =（おわり）

⇒

が

0 -9 - t . i e - l i e +9 - t . i e +9 - 6え=0
9 i = 9 ⇒ え = 1 . 0 ［ 幻. n e t
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1 回 続 き
（2） A→B間の電位は.E.を通る経路で考えると.

がい たが）でICA]

A
｛
「韮恵
庭'洎。

A → B で| 9 + 1 = 1 0 の
下がっているといえるっ て な

* A→R→E、→E3→Bと通る経路で考えてもよい.

A t Bの t i e d
の経路でた。

i .
籞曝！鬱：
んで灬州 = - 1 0

⇒ 10［いさなば
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（3） コンデンサーの問題として解く.
I、直後と 十分時間 後を書いて、｛2、キルヒ
ホッフ則 （電圧の式）t 3 . 電気量保存 と Q = c v ⇒ 連立

コンデンサー周辺が鵬※で鬻
齶壩は省略Etロートロー

・ キルヒホッフ則（電圧の式）をたてる.
（2）よりA→B間が10［V）なので

1 0 = K+に - . -の
※ 「1周」という考えにこだわらなくても電圧の式は
たてられるのだ.

. i i..」の電気量保存より
0=-8、+82い3〇

・ Q=CVより
を、=2V，・・-40 た こ ろ に . . . ⑤

③ に④

"

を代入し て

0 = - 2 V、 + 3は ⇒ V，ことに い③ '
① に③'を代入して

10=EV2+に . ' . V 2 = 4［V］
⑤ より

92=3CMF］・4［n f* 10より K=6［ v］④ より
G=2［MF）・
6as=12Gec）= 12［µいー ー い
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I T
必要籗嚚た。定義にの電荷が受け
るか

ー ー ー ー

⇒FEEL電位の
傾き

⇒ E = J|電流 I→定義 Isに通る電荷の量
⇒ エ=一i.m.

（イ） 電場は電位のイ頃まなので

E=J= E
電場の定義たGEより

f=GE=でも-_-［川.ee
（イ）

（ロ）
（毎秒する仕事）=（かx（1秒の移動距離）
⇒ （仕事率）p = f × ひ

=etienne，留はワット

（ハ） 単位体積あたりn4町で全体積がにSlats
なので、 全個数Nは

N=nsltl.nameい）
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l e 続き
（ニ） 1個あたりへの仕事率が（ロ）p=eがひなので

N［側にする仕事率Pは
p=etひ・N=ef a n s l

たと "は
これが熱エネルギーとして発生する.

（ホ） I tensest！！！に栄えて使ってよい式）

（へ）

（ニ）式と（木）式より

になんで
これは、 ジュール熱の公式 に I Vを 示 す .
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I D 共通なものが何かに注目して、公式を
使い分けよう、

熱濫なんか|-_-とともに、亅

た導干感？
が共通
Q i E R , Q I Iりる よってRa=エ"_'

※ Vを使うと 二 ，、
熊

Q、こ IV i . Q i I N
や
QにE Q i E
と書けるがVi.たが不明なので解けない

（2）平ら※］駐
Vが共通
Q .
が？=だ よってf=

景
鴻
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I T 物理で相が相乗平均の関係式この問題と熱の超マイナーな問題の2等と石を
使うのは
1292］は割と典型問題なのでおさえておこう、

篚：：
闘
て

いた-.-ER
Iがいくらか考える.
キルヒホッフ則より

E=蛩 to： た嗹（合成抵抗の公式を使ってもよい）

これより

PR=ER
=（FITR =

か
が、- _ - だ

=JmT i E2=o-jtj.IE
aとする bとする

Rの関数部分 .at b が最小となるときにPRが最大
といえる。ここで相が相乗平均の関係より

T E s ⇒ a t b E a s

となり a t b の最小値は2Tといえるのだ.
f※ こ こ で a tb=2Tab となるのは a=bのときということ

から）R=が . ' . R i n . と求めてもよい、今回はしてない、

4-3.2直流回路A標準問題289~ 8 / 22



1 回 続 き
よって

Pi@☆○だ⇒Pmax二〇.2話、E2

ttbjhfattfgtj E 2
= zrfynnn E2=選り

* これは体系物理の解答の別解にあたる.でも入試本番で
この計算を落ちついて行うのはきびしい。
数学の力を使って解こう.

に p i e だ
i s
R t Fの最小値を求めたい.

ftp.）=RtFとして
ftp.）= 1-ドド=1-F

HR）=0となるのは
R = r ， - r

のときである.増減表を書くと
STR）=R+が𧸐臍※にド※⇒丬・

最小値& .
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1回続き
Rtだが最小値をとるのがR=rのときとわかったので'

な f j だ ⇒ Paxニードだ
= 一だこい

* 体系物理の模範解答にあるような

p= j
=瀛か

という変形と、これによるグラフの作図は通常しないので
無視しましょう。

相が相乗平均が増減表を使うのが一般的です.
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斐泆を含
む田路緑
書「撰

直後と十分時間後で見るポイントを切り換えよう.

1後即コンデンサーの電位差に注目.

あったらQ=CV⇒にもas
*

も！禁.なな乾巓
と見なすというテクニックは.はじめに電荷がたまっていない
場合しか成立しない、忘れましょう、

1扮時門 コ ン- 瑟な～た𢡛r魚雯TT麗た篭齧だとちがうが）

⇒ 抵抗のみで 1周する経路が
あ れ ば 電 流 が 流 れ る .

⇒

抵抗の
情報が
醮㛏_
灬|
Q=CVでたまっている電荷を求められる.

* 「十分時間後は断線と見なす」というテクニックは成立するけ
れど、しょうもないの
で）
［忘れましょう.断線では
なく、ちゃんとそこには

_

コンデンサーがあります.
一 e e .

4-3.2直流回路A標準問題289~ 11 / 22



12回続き
1 題

C，=2weF］
電位差に最初に注目、「※

!

_が

#"

"！

!

""

v i e - _ - = 1 00か。he穧
纜※

隳翌算法と
の

！
i ②色分けをしてみる .
I ↳ に電位差がないことに注意しない

$

䰗、立差
なし

して色分けすると左図のように
なる .
RにはV、と同じ大きさの
電圧がかかっていることが分かる.

（2）（3）

⇒ABの電位差はv，と同じ
よって 1 0 0の

. n e t

1十分時間

iitiEjj@En.D が分時間後2 h s . r s はコンデンサーに
電流が流れないことに
注目.⇒Rにも三㐬れないことが

i ！！！※
ジが わかるよってな

譱、1 k
i
i @電気量の保存より、コンデンサー
y

②た！3
［MF］

に電荷は残ることが分かる
⇒G.qz.li.VIとおく、

！！！！感
と※蒸名主

。回路の色分けを行う

、

⇒ v i v i
となることがわかる.
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IT（3） 続き、
立式を行う.
. i

!

！ の電気量保存より
+ 2 0 0 = 8、+82 い 10式

oキルヒホッフ則より
V，'=VI（⇒Vとおく）

・ Q = C Vよ り
④ G，=2V...2〇式
E J G = 3V...3〇式

① 式に 3〇式40式 を代入して

2 0 0 = 2 V + 3 V

品V=40［V］
② 式より 3〇式より

G=80［uc］ 82=120［MC］

ここで電荷がどれくらい移動したか考える

1一分時間後5 T S . e s値率2。。
up00［M 移動した電荷は［圓 ⇒ f l o / 20U lC］

とわかる.
と し てLP

-1120［MD -120［MC]
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12回 続き
（4） IやVが一定でないので

P=IV=RI'=ド
の公式は使えない

⇒ 装置全体のエネルギー収支より.
（2つのコンデンサーが失ったエネルギー）=（消費された熱）

という関係から求める、

U=IQVより〇前と○後のコンデンサーのエネルギーを求めると

U前二 In200×10たい。 100［y + 0
yz

= 1.0X152［j]
h i n t

Ups=Isefitaseeett.RO/jfci40aswnefe=/、
6×103 + 2、4×103 = 4.0×10-3［J］

（*体系物理では U=JCV2で計算してました）
（火エネルギ
ー［J］

をだすときは、EMC］［MFJは［C］
［F）に直さないといけないので注意

ここで 失われたエネルギー量は

U前〇一Vaio = 1.0×102-4.0×153

= 6.0×153［丁3-way
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IT豆電球は電流が流れると発熱し、抵抗値が増える、
R=p f

なり、EtVのグラフを書いたときの
化なきがだんだん小さくなっていくと

* Rが一定値の抵抗だと.I-Vグラフはt.鼷：鼗藁籤籤籤鼬御輿の鍵球のエルを最初に文字でおく
（重要）

で な い と

いい※__..、無'今
まずここを設定「飛

!!

河川'るべく
Iかを使って未知数を

設定L i e
抵抗Rでのオームの法則より
V = R I⇒ 1 0 0 -レ = 5はー ー ー ー 、 ，
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I T 続 き
（2） 前問（1）の答えは.I-Vグラフの式の形にすると

I = - I V + 2
これをグラフに書き込む .
I，、「袋も

2.0-
交点となるIとVのときである、約"'！liii鑽球灃

𤎼る

よってx
I = 0 . t lとに100でエ=0
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四
御輿の鍵球のエとしを最初に文字でお
く（重要）

ー ー ー ー

② おいたIとVをなるべく使って、未知数を設定する.

④ グラフを使って解く.i i .
𥧔巖
無..：：：：
："鰲

neoefffずは
たを設定 未知数を置く

fyminy.at
I i t E

た150g、家、

「がたたが，

10nの抵抗でのオームの法則をたてると
1 5 0 -V= 1 0 .（ i tE）
.'.え=15-凸で

- _ - ， 、

（2）（3）

に 1 5
グラフの交点を読んでV=0で、15-
V=51［けーーい

約、舟洵闘
いっme玼 にmacros
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D

|
"

泆を
含む回路
的に書い.関

直後と十分時間後で見るポイントを切り換えよう.

1後即コンデンサーの電位差に注目.

あったらQ=CV⇒にもas
*

も！禁.なな乾巓
と見なすというテクニックは.はじめに電荷がたまっていない
場合しか成立しない、忘れましょう、

1扮時門 コ ン- 瑟な～た𢡛r魚雯TT麗た篭齧だとちがうが）

⇒ 抵抗のみで 1周する経路が
あ れ ば 電 流 が 流 れ る .

⇒

抵抗の
情報が
醮㛏_
灬|
Q=CVでたまっている電荷を求められる.

* 「十分時間後は断線と見なす」というテクニックは成立するけ
れど、しょうもないの
で）
［忘れましょう.断線では
なく、ちゃんとそこには

磕コンデンサーがあります大
切なのでイた ま た ま度も書く.
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I D続き
（1）

豳嚭！製器も

$

たで電圧. -

E式と無爪_笘2|
通堂'"なので同じ
色

they色晶を
行う

② 色分けより .R2の
電 圧 は 0 .

③ 色分けよりR，の
電 圧 は E .
た_，点

が

!

"

④ P点でキルヒホッフ第一法則（電圧の式）をたてると

I、二 I t I s
ここで I、二0なので

I 3=エ、

ニ、𨗈 、

* 上の極板に電流が流れ込み、tに帯電する
と見通しがたっ.
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1296つ続き
1十分時間

"

最初に「コンデンサーに流れる電流が0」が

決まる.⇒Rのみで回路が成立していると.

E

ITE''_です
ーが

電流が流れる

!

邇巗騭：鬱

② 抵抗だけで回路が
成立するので、I..たが

⇒ 色分けを行う
⇒ コンデンサーに

k =V 2
の電圧がかかるとわかる.

キルヒホッフ則より
E = V . t h . . . の式

お=0なので
I 、 = I z . . . ② 式

オームの法則より
⑤ V i RI，い3〇式 内にこRュる

②式よりEVER
I 、 . . . ④ 式

① 式に.3〇式、40式を代入して
E = R I + R E

：.I、=想い ⇒ がより Ii，遡り
※ ついでに聞かれやすいことをおさえておこう、
④ 式より

は=ド2-E
⇒コンデンサーになる電荷
Qは Q = C k = く に =の邏
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(I） （EEVの場合）西誘導に""
#

考えよう」、. .よって両端で同じ色）

E

f'が'''なって
いた。T 人」

① -）②の順に考えることができ、
とわ！渠お
もいで

（2） （ENの場合） →豆電球のような特性曲線の問題と同じ、
まずはダイオードのIとVを設定する.

E=ヘ鼎袤、

"

まずここを設定|-②なるべくえ、ひを
使って文字をおく.

Riのオームの法則より
E - U = R i

⇒ i = E - が
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1凹か続き

グラフの交点を求める.

八、=で謎ひ⇒グラフ
の式を考えるとも=f（ひーい...

%

式

後きEETでも=0

で E - f
グラフの交点を求めると

f（ひ-V）= E - f
⇒ R（ひ -V） = E r_m
⇒ ひ（Rtr） = E r t V R

（体系物理の解説と
.'.ひこTyp， やってることは同じ）

（ハ） P=IVより求める。 （特性曲線の素子なのでにがとかは
できない）

① 式（グラフの式）より

え=f（ひ-V）
= t i t -v） = Y

p=IVより
P=えひ= E N T . i

=けがが準，、いい
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